
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シートを必要箇所に展開して仮敷き

を行います。 

トーチにて均一に炙りながら接着し

ます。（貼り直しはシートの性能が低

下します。） 

炙って裏面が溶けているうちに、ゴ

ムハンマーやローラーなどで転圧を

し、確実に密着させます。 

炙り残しが無いかヘラにて最終チェ

ック。 

端部フィルムの焼却と合わせて

重ね部を軽く炙ります。 
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ワッシャーをセットし固定ピンを

打設します。 

 
シート外周部分を 50cm ピッチで

打設してください。 

シートを 10cm 重ね合わせ、下

側にくるシート表面の保護砂部

分をバーナーで炙ります。 

シートの裏面をバーナーで炙り、先

程表面保護砂部分を炙った箇所と貼

り合わせます。 

 
厚塗り・薄塗りに注意し、均一に専

用プライマーを塗布した後、十分に

プライマーを乾燥させてください。

 

 

施工箇所はあらかじめ、除草・整地を

行ってください。 

②シートの展開 ③固定ピンの打設 ④固定ピンの打設Ⅱ 

④転圧と固定ピンの打設 

水分・砂・ホコリ等を完全に除去し

ます。（除去が不完全ですとプライマ

ーの性能が低下します。） 

①プライマー塗布面の清掃 ②プライマーの塗布 ③シートの貼り付け ④転圧 

※本製品の溶着には火気を使用しますのでご注意下さい。 

 

③転圧 ④固定ピンの打設 

炙って裏面が溶けているうちに、ゴ

ムハンマーやローラーなどで転圧を

し、確実に密着させます。 

重ね合わせ部の上から 50cm ピッチ

で固定ピンを打設します。 

片面溶着タイプを使用の上、重

ね合わせの位置にシートを展開

し仮敷きします。 

シート片側に固定ピンを打設

し、剥離紙を剥がします。 

シートの上に重なる側の裏面を

バーナーで炙り、溶着代部分と

貼り合わせます。 

溶着箇所をハンマーやローラーで転

圧後、重ね合わせ部の上から 50cm

ピッチで固定ピンを打設します。 

■シート延長方向の重ね合わせ溶着 

■コンクリート躯体との接着 

■仕上げ 

■シートの敷設 

①端部フィルムの焼却 ②炙り残しの確認 ③施工完了 

①施工前 

 

 

②固定ピン打設と離形紙の取り外し 

■シート幅方向の重ね合わせ溶着 
①シートの展開 ③シートの貼り合わせ 

 

②シートの貼り合わせ ①表面保護砂の削り 

裏面の溶着参考資料を目安に

シートを炙ってください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■プライマーの乾燥具合 

プライマーが手に付く 

◯ 

× 

フィルム層が溶け切っていないの

で十分な粘着が得られません。 

 

 

製品性能を発揮させる為に、施工前には必ずお読みください・・・ 

ソリッドニューマット 溶着参考資料  

● 注意事項！！ 
※ プライマー塗布前、シール貼り付け前は、必ず砂埃の清掃を行って下さい！ 

※ 均一に、炙り残しが無いようにお願い致します。炙り後すぐに貼り付けて下さい！ 

※ 転圧は、貼り付け後シールが熱いうちに行って下さい。特に端はローラーなどを使って確実に！ 

※ 最終、炙り残しによる接着不良ないかチェックをお願いします！ 

（施工直後は熱によって接着しているが、完全に炙っていない箇所は冷めると剥がれてしまう） 

※ 炙りすぎると穴が開きますのでご注意下さい！ 

炙り過ぎるとシートが変形し、

表面にもダメージが入り十分な

防草効果が得られません。 

トーチ・バーナーを使用してフィル

ム層を完全に溶かし、アスファルト

層が溶け出すまで炙ります。 

※時期や火力によっては融解が早

いこともありますので、表面の変化

具合を確認しながら炙って下さい。

裏面のアスファルト層が溶け出し

たら冷え固まる前にすぐに接着

面へ貼り合わせて転圧します。 

 

×炙り不足 

塗布面を十分に乾燥させます 
プライマーが手に付かない 

■シールの炙り具合 

 

×炙り過ぎ ○完全に炙れている状態


